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東北大學中國語學文學論集 第 25号（2020年 12月 30日） 
 
 
唐代早行詩の形成 ―初唐から盛唐まで― 
 
 
鈴木 政光 
 
一 はじめに 
 
筆者は現在、温庭筠（八〇一？～八六六）の五言律詩「商山早行」の持つ表現上の特徴及び
唐代行旅詩における位置を明らかにするため、唐代行旅詩の中でも未明から早朝に出立するこ
とを詩題に特に明記した作品群、いわゆる「早行詩」を対象に、収集と読解・分析を進めてい
る。「商山早行」の全篇をまず次に示しておく1。 
１晨起動征鐸   晨起 征鐸を動かし 
客行悲故郷   客行 故郷を悲しむ 
雞聲茅店月   鶏声 茅店の月 
人迹板橋霜   人跡 板橋の霜 
５槲葉落山路   槲葉 山路に落ち 
枳花明驛牆   枳花 駅牆に明らかなり 
因思杜陵夢   因りて思う 杜陵の夢 
鳧雁滿廻塘   鳧雁 廻塘に満つ 
この詩は、欧陽脩（一〇〇七～一〇七二）『六一詩話』で梅堯臣（一〇〇二～一〇六〇）の言
として、「必ず能く写し難きの景を状し、目前に在るが如くし、不尽の意を含み、言外に見
あら
はる、
然る後に至れりと為す（中略）温庭筠『鶏声 茅店の月、人跡 板橋の霜』（中略）は、則ち道
路の辛苦、羈愁旅思、豈に言外に見はれざらんや。」2と評価されて以来、頷聯が注目を集め、
早行の旅愁を描き切った名対とされている。一方で、後半の四句については、沈徳潜「中・晚
唐詩、毎に頸聯に於いて振るひて起こらず、往往索然として興尽く。」3、紀昀「帰愚（沈徳潜
                                                     
1 劉学鍇 撰『温庭筠全集校注』巻七（中華書局、二〇〇七年）に拠る。詩全体の詳細な分析は次稿に譲る。 
2『温庭筠全集校注』六五一頁「必能狀難寫之景、如在目前、含不盡之意、見於言外、然後爲至矣（中略）温庭筠『雞聲
茅店月、人迹板橋霜』（中略）則道路辛苦、羈愁旅思、豈不見於言外乎。」 
3『温庭筠全集校注』六五三頁「中・晚唐詩、每於頸聯振不起、往往索然興盡。」 
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の字）五六の卑弱を譏る、良に是なり。七八複、第二句を衍す。皆是れ微瑕にして、分別して
之を観る。」4、顧安「五六の若きは自づから応に『故郷を悲しむ』の意を説き出でて来るべき
に、又た閑景の謂れ無きを写す。結句軽忽にして、亦た故鄕を悲しむと合はず。」5等、頷聯と
は逆に「瑕」と見做す声がほとんどのように見受けられる。しかし、この「商山早行」を唐代
早行詩全体の中に位置付けたとき、注目されるべきなのは頷聯の表現のみなのか、他の早行詩
とどこが違うのか、その違いが温庭筠の詩風とどのように関わるのか、更に検討を進めていく
余地が残されている。加えて、唐代早行詩全体の流れに焦点を当てた先行研究は、日本のみな
らず中国でも皆無に近い6が、唐代早行詩は「早行」の詩にふさわしい表現と構成の形成・発展・
成熟の過程が比較的明瞭であり、表現上の工夫や詩全体の構成法に各詩人の試行錯誤の跡が垣
間見えるなど、興味深い問題を含んでいると考える。 
そこで本稿では、まず唐代の前半、初唐から盛唐までの約一百五十年間に範囲を絞り、研究
の途上で見えてきた唐代早行詩の形成過程について、表現・詩の構造・詩型という三点に注意
を払い、未明から早朝の景物がどのように描かれているかを中心に分析しつつ検討を加えてい
く。篇末に参考として、詩題に「早行」「早發」「曉行」「曉發」「旦行」「旦發」「晨行」「晨發」
を含む『全唐詩』所収の作をリスト化した「唐代早行詩一覧表」を付す。これによって唐代早
行詩の全てを網羅できたとはいえないが、全体の傾向を把握することは可能だと考える。 
検討に先立ち、六朝における早行詩を一瞥しておく。佐伯雅宣氏の研究に拠れば、出立に焦
点を当てた行旅詩が作られるようになるのは劉宋（四二〇～四七九）の頃からである7。『文選』
8巻二七「行旅下」には、早行詩として丘遅（四六四～五〇八）9「旦發漁浦潭」（五言十六句）
と沈約（四四一～五一三）「早發定山」（五言十四句）の二首を収める。沈約の詩は次の通りで
ある。 
沈約「早發定山」（早に定山を発す） 
１夙齡愛遠壑   夙齢より 遠壑を愛し 
晩涖見奇山   晩に涖
のぞ
みて 奇山を見る 
                                                     
4『温庭筠全集校注』六五三頁「歸愚譏五六卑弱、良是。七八複、衍第二句。皆是微瑕、分別觀之。」 
5『温庭筠全集校注』六五三頁「若五六自應説出『悲故郷』意來、又寫閑景無謂。結句輕忽、亦與悲故鄕不合。」 
6 管見では、横山伊勢雄「早行の残夢」（『国語展望』三四、一九七三年六月）、周本淳「唐人的早行诗和温庭筠的《商山
早行》」（『學林慢錄』六集、一九八二年）、霍松林「感觉、视觉和听觉的交替与综合――说陈与义《早行》诗的艺术特
色」（『文艺理论研究』一九八三年第二期）のみ。前二者は五言律詩のみを対象とし、他の詩型は扱っていない。後一
者は南宋・陳与義の「早行」（七言絶句）を論じる中で唐代早行詩にも説き及んでいる。 
7「六朝の行旅詩―旅立ちの詩について―」（『中國中世文學研究』五七、二〇一〇年三月）六頁「謝靈運・鮑照あたりか
ら、明らかに『發～』という詩題が用いられるようになり、この點を見ても、この宋代の頃から旅立ちを主題とした
詩が作られるようになったと言えるのではないか。」 
8『文選』は、『日本足利學校藏宋刊明州本六臣注文選』（人民文学出版社、二〇〇八年）に拠る。 
9 沈約と丘遅の生卒年については、興膳宏 編『六朝詩人傳』（大修館書店、二〇〇〇年）参照。 
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標峯綵虹外   峯を標
あらは
す 綵虹の外 
置嶺白雲閒   嶺を置く 白雲の間 
５傾壁忽斜豎   傾壁 忽ち斜めに豎
た
ち 
絶頂復孤圓   絶頂 復た孤り円かなり 
歸海流漫漫   海に帰して 流れは漫漫たり 
出浦水濺濺   浦を出でて 水は濺濺たり 
９野棠開未落   野棠 開きて未だ落ちず 
山櫻發欲然   山桜 発きて然えんと欲す 
忘歸屬蘭杜   帰るを忘れて 蘭杜に属し 
懷祿寄芳筌   禄を懐ひて 芳筌
せん
に寄す 
13 眷言採三秀   眷
かへり
みて言
ここ
に 三秀を採り 
徘徊望九仙   徘徊して 九仙を望む 
 第一・二句でまず、自分は若い頃から遠く山谷に遊ぶことが好きであり、老齢になってこの
奇しき山を見ることができた、と詠い起す。以下、定山を中心とした景物の描写が第十句まで
続いていく中で、詩題中の「早發」という状況を示すような夜明けの景物を表現している可能
性があるのは、峰にかかる朝焼けの雲と読める第三句「峯を標す 綵虹の外」のみである。丘
遅「旦發漁浦潭」（旦に漁浦潭を発す）では、最初の二句「漁潭 霧未だ開かず、赤亭 風已に
颺がる」（漁潭霧未開、赤亭風已颺）で霧の立ち込める払暁の漁浦潭を表現するが、詩人の興味
は早朝の景物を続けて描くことには向かわず、第三・四句「櫂歌 中流に発し、鳴鞞
へい
10 沓嶂
に響く」（櫂歌發中流、鳴鞞響沓嶂）以下、土地の風俗と景物に向けられる11。 
 以上、詩題中の「早」「旦」に相応しい景物の描写がこれらの詩には乏しいことを確認した上
で、沈約や丘遅の詩と同じく比較的長編の作から、初唐における早行詩の検討を始める。 
 
二 初唐の早行詩 ―行旅詩としての早行詩― 
  
詩題に「早行」の字を含む『全唐詩』所収の詩の中で最も巻次が早いのは、次に挙げる楊炯
（六五〇～六八九？）の「早行」12である。 
                                                     
10 李善注に「字林曰、鞞、小鼓也」とある。 
11 第五句以下は次の通り。「村童忽相聚、野老時一望、詭怪石異象、嶄絶峯殊狀、森森荒樹齊、析析寒沙漲、藤垂島易
陟、崖傾嶼難傍、信是永幽栖、豈徒暫清曠、坐嘯昔有委、臥治今可尚」。末四句で隠棲への想いを詠うのは、沈約「早
發定山」と共通する。 
12 祝尚書 箋注『楊炯集箋注』巻二（中華書局、二〇一六年）に拠る。 
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１敞朗東方徹   敞
しょう
朗 東方徹
とほ
り 
闌干北斗斜   闌干 北斗斜めなり 
地氣俄成霧   地気 俄かに霧を成し 
天雲漸作霞   天雲 漸く霞を作す 
５河流纔辨馬   河流 纔かに馬を弁じ 
巖路不容車   巌路 車を容れず 
阡陌經三歲   阡陌 三歳を経 
閭閻對五家   閭閻 五家に対す 
９露文沾細草   露文 細草を沾し 
風影轉高花   風影 高花に転ず 
日月從來惜   日月 従来惜しむも 
關山猶自賒   関山 猶ほ自づから賒
はる
かなり 
 広々と明るく東の空は白み、北斗星は斜めに傾いている。大地の気はたちまち朝霧となり、
天の雲は次第に朝霞に変じる。第五句「河流 纔かに馬を弁じ」は、夜が明けたため対岸の馬
もわずかに見分けられるようになった、とも読めるが、底本（二四二頁）は、『莊子』13「秋水
第十七」の「両涘渚崖の間、牛馬を弁ぜず」（兩涘渚崖之間、不辯牛馬）及び成玄英の疏「其の
水甚だ大、涯岸曠闊、洲渚迢遥、遂に水を隔てて遠く看るも、牛と馬とを弁ぜざらしむるなり」
（其水甚大、涯岸曠闊、洲渚迢遙、遂使隔水遠看、不辯牛之與馬也）を、箋注に典故として引
く。第六句は「巌路 車を容れず」と馬車すら通さない岩道の険しさを描いており、排律であ
ることも考慮すると、『莊子』を引きつつ旅路の過酷さを一聯で表現している、と読むのが妥当
と思われる。この詩では第三・四句に加え第一・二句も緊密な対句を成し、「東方」「地気」と
水平方向、「北斗」「天雲」と垂直方向から光と大気の変化を描くことで、暁の景物を表現する。 
同じく詩題に「早發」を含む詩で最初に登場する劉孝孫（？～六四二？）「早發成皋望河」（早
に成皋を発し河を望む）14では、「清晨 巖邑を発し、車馬 轘轅に走
おもむ
く」（清晨發巖邑、車馬
走轘轅）と始まり、第九・十句「遠近 洲渚出で、颯沓として 鳧雁喧し」（遠近洲渚出、颯沓
鳧雁喧）で、明け方に遠く見晴るかす水面と飛び立ち鳴き交わす水鳥とが描写され、前句では
視覚、後句では聴覚と、感覚を対にして明け方の景物が表現されている15。 
次に挙げる陳子昂（六五九～七〇〇）「萬州曉發放舟乘漲還寄蜀中親友」（万州暁発、舟を放
                                                     
13『莊子』本文及び成玄英の疏は、郭慶藩 輯『莊子集釋』（中華書局、一九八二年）に拠る。 
14 中華書局版『全唐詩』巻三三に拠り、陳貽欣 主編『増訂注釋全唐詩』（文化芸術出版社、二〇〇一年）を参照した。
以下、底本を明記しない場合、全て中華書局版『全唐詩』に拠る。 
15 全文は次の通り。「清晨發巖邑、車馬走轘轅、 迴瞰黃河上、惝怳屢飛魂、 鴻流遵積石、驚浪下龍門、 仙槎不辨處、沈
璧想猶存、遠近洲渚出、颯沓鳧雁喧、 懷古空延佇、嘆逝將何言」。 
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ちて漲に乗り、還りて蜀中の親友に寄す）16は、故郷の蜀を離れ洛陽に向かう途上17、霧雨が止
み晴れ上がった早朝、船旅に出立する情景を描く詩である。 
１空濛巖雨霽   空濛たる巌雨霽れ 
爛熳曉雲歸   爛熳たる暁雲帰る 
嘯旅乘明發   嘯旅 明に乗じて発し 
奔橈鶩斷磯   奔橈 断磯を鶩
ぶ
す 
５蒼芒林岫轉   蒼芒として 林岫転じ 
驛驛漲濤飛   駅駅として 漲濤飛ぶ 
遠岸孤雲出   遠岸 孤雲出で 
遙峯曙日微   遥峯 曙日微かなり 
９前瞻未能眴   前に瞻
み
て 未だ眴
またた
く能はざるも 
坐望已相依   坐
すなわ
ち望めば 已に相依る 
曲直還今古   曲直 今古を還
めぐ
るも 
經過失是非   経過 是非を失ふ 
13 還期方浩浩   還期 方に浩浩たり 
征思日騑騑   征思 日に騑騑
ひ ひ
たり 
寄謝千金子   寄謝す 千金の子 
江海事多違   江海 事多く違ふ 
岩壁に立ち込めていた霧雨は晴れ、光鮮やかな朝焼け雲も消え去った。詩を嘯く旅は夜明け
に出発し、疾走する船は切り立つ岸壁の間を馳せ下る18。薄暗い中で林や山は次々と移り変わり、
みなぎる波濤は続々と押し寄せる。遠くの岸にはひとひらの雲が出て、遥かな峰に朝日の輝き
は薄い。前を見れば瞬きする暇もない速さだが、そのまま望めば名残惜しい気持ちが起こって
くる。第九・十句「前に瞻て 未だ眴く能はざるも、坐ち望めば 已に相依る」は、瞬く暇も
ないほどの疾走感で前へ前へと進んでいく身体とは逆に、精神は背後にある故郷や「親友」に
依然として繋がれ、両者の間で詩人が引き裂かれていることを表現する。この詩は明け方に漲
る水に船を浮かべて急流を馳せ下る疾走感を表現する点に大きな特徴があり、第二句「爛熳た
る暁雲帰る」消えゆく朝焼け雲から第八句「遥峯 曙日微かなり」遥かな峰に望む朝日へと、
時間の推移による景物の変化も描き得ているが、第九・十句が転換点となって、詩の中心は人
                                                     
16 徐鵬 校点『陳子昂集（修訂本）』巻之二（上海古籍出版社、二〇一三年）に拠り、彭慶生 校注『陳子昂集校注』（黄
山書社、二〇一五年）を参照した。 
17 初唐詩人の事跡については、高木重俊『初唐文学論』（研文出版、二〇〇五年）参照（三三五頁）。 
18「鶩」は『漢語大詞典』七六九七頁および『王力古漢語字典』（中華書局、二〇〇〇年）一七四二頁によると、「騖」
に通じ、馳せること。 
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生への感慨から行旅への疲れ、友人に向けた言葉へと移っていく。 
以上、初唐の長編早行詩を読み進めていくと、否応なく気付かされる点がある。それは、未
明から早朝にかけて刻々と変化していく景物の様子が詩の主要なモチーフとはならず、詩人の
関心は旅先の情景や風俗、行路の険しさや人生への感慨等、他のモチーフへと速やかに切り替
えられる傾向が強いということである。例えば、宋之問（六五六～七一三）「早發大庾嶺」（早
に大庾嶺を発す）19では、「晨に躋
のぼ
る 大庾の険、駅鞍 馳せて復た息ふ」（晨躋大庾險、驛鞍
馳復息）と、夜明けに大庾嶺に登り始める場面から詠い起すも、「霧露 昼に未だ開かず、浩途 
測るべからず、嵥起す 華夷の界、信
まこと
に造化の力と為す」（霧露晝20未開、浩途不可測、嵥起
華夷界、信爲造化力）と、昼でもなお晴れない霧と見通せない道行きから大庾嶺の峻険を称え、
「鞍を歇
やす
めて 徒旅を問へば、郷関 西北に在り、門を出ては家に別るるを怨み、嶺に登りて
は国を辞するを恨む」（歇鞍問徒旅、郷關在西北、出門怨別家、登嶺恨辭国）、郷里を離れ旅先
にある怨みへと意識は移り、「自ら惟れ忠孝に勗
つと
むるも、斯の罪 得し所に懵
くら
し、皇明 頗る昭
洗なれど、廷議 日に昏惑す」（自惟勗忠孝、斯罪懵所得。皇明頗昭洗、廷議日昏惑）、「忠孝」
にひたすら務めたのになぜこんな「罪」を被ったのか分からない、と自らを襲った理不尽な処
遇に思いを致している。この詩は神龍元年（七〇五）正月、張柬之らの決起により武則天政権
が崩壊し、嶺南に左遷される途上の作21であり、こうした詩人の事情は当然考慮されねばならな
いが、総じて初唐の早行詩には行旅詩としての側面が強く、「早」行という状況、また夜明け方
という時間帯に注目し筆を凝らして様々に描写しようという姿勢は希薄であると考えられる22。 
ところが盛唐に入ると、次に示す孟浩然「早發漁浦潭」（早に漁浦潭を発す）23のように、朝
の出立そのものを詩のモチーフとする作が見られるようになる。 
１東旭早光芒   東旭 早に光芒 
渚禽已驚聒   渚禽 已に驚き 聒
かまびす
し 
臥聞漁浦口   臥して聞く 漁浦の口 
橈聲暗相撥   橈声 暗かに相撥するを 
                                                     
19 陶敏・易淑瓊 校注『沈佺期宋之問集校注』宋之問集巻二（中華書局、二〇〇一年）に拠る。 
20『沈佺期宋之問集校注』では「晨」に作り校記について記載はないが、『文苑英華』（中華書局、一九六六年）巻二九
〇「行邁二」では「晝」に作る。文脈から「晝」の方が適当と判断し改めた。 
21『初唐文学論』三八三～三八五頁。 
22 李嶠「早發苦竹館」は、「合沓巖嶂深、朦朧煙霧曉、荒阡下樵客、野猿驚山鳥、開門聽潺湲、入徑尋窈窕、棲鼯抱寒
木、流螢飛暗篠、早霞稍霏霏、殘月猶皎皎、行看遠星稀、漸覺遊氛少」と、第一句から第十二句までを「早發」で出
会った景物を様々に描くことに費やしており、「詠物一百二十詠」の作者に相応しくやや例外的なものと言える。『全
唐詩』に拠り、徐定祥 注『李嶠詩注 蘇味道詩注』（上海古籍出版社、一九九五年）を参照した。 
23 李景白 校注『孟浩然詩集校注』巻一（中華書局、二〇一八年）に拠り、佟培基 箋注『孟浩然詩集箋注』（上海古籍
出版社、二〇一三年）を参照した。 
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５日出氣象分   日出でて 気象分かれ 
始知江路闊   始めて知る 江路の闊きを 
美人常晏起   美人 常に晏
おそ
く起き 
照影弄流沫   影を照らして 流沫を弄ぶ 
９飲水畏驚猿   飲水 猿を驚かすを畏れ 
祭魚時見獺   祭魚 時に獺を見る 
舟行自無悶   舟行 自づから悶え無し 
況值晴景豁   況んや晴景の豁
ひろ
きに値
あ
ふをや 
東の空に朝日は光り輝き、水鳥はすでに目覚めて鳴き交わす。寝床に臥したまま、漁浦の入
り江を発する舟が櫂を漕ぐ微かな音を聞く。日が昇って景色は開け、江の舟道が広々としてい
ることを初めて知る。次の第七・八句について、底本（七二頁）は「江辺に住む女性が衣服を
洗っている情景を描写している」（寫江邊女子浣洗衣服的情景）と注するが、第七句に「美人」
とあり第八句の「影を照らして 流沫を弄ぶ」に続くことから、水面に映る美しい女性の影像
と手に従って乱れる水泡の様子とがまずイメージされていると思われる。第九・十句は船旅で
の景物、そして第十一・十二句では気鬱のない船旅を更に明るくさせるものとして、「晴景の豁
き」晴れ渡った景色の広がり、が挙げられている。この最終句は第五・六句「日出でて 気象
分かれ、始めて知る 江路の闊きを」を受けており、初句の光り輝く朝日から視界の開けてい
く様子と朝に船出する詩人の高まりゆく心情とが重ね合わせて表現されており、詩全体として
「早發」朝の旅立ちという詩題に相応しいものとなっている。 
 盛唐に入ると、直ちに早行詩の内容が一変する、というのではなく、「早行」自体をモチーフ
とした詩が続々と作られるようになるには中唐まで待たねばならない24。しかし、初唐から盛唐
にかけて、それまで注目されることのなかった「早行」という状況それ自体に眼が向けられ、
意識的に主題とした早行詩が作られ始めるようになる、ということを指摘しておきたく思う。 
  
三 初唐から盛唐へ ―五言律詩に見る「早行詩」の形成― 
 
前章では、比較的長編の作を取り上げて初唐から盛唐への早行詩に見られる表現の変遷につ
いて論じた。ここで、篇末の「唐代早行詩一覧表」に基づき、初唐から晩唐に至る早行詩の詩
型の変遷について確認しておくと、詩題に「早行」「早發」「曉發」を含む詩全体のうち、重複
を除き、五言律詩の占める割合は初唐ではそれぞれ一／三首、二／九首、二／四首と低く、長
                                                     
24 中唐から温庭筠「商山早行」までの早行詩については次稿で論じる。 
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編詩の占める割合が高いのに対し、中晩唐ではそれぞれ十二（五言古詩八句も含めると十三）
／十八首、十八25（五言古詩八句も含めると二十一首）／四十六首、八／十首と、五言律詩の占
める割合が顕著に高くなっており、七言律詩の作例も見られ、短編の近体詩として作られた詩
が増加していることが分かる。 
そこで、本章では、詩型を五言律詩（六朝では五言八句の詩）に絞り、前章で得た結論が五
言律詩ではどうなるかを検討する。五言八句の早行詩は六朝で既に制作されており、張之象 撰
『古詩類苑』巻八四「人部・行役」26に収録されている。早期の例として、何遜（四六七？～五
一八？）の「曉發」（暁発）27を挙げる。 
１早霞麗初日   早霞 初日に麗しく 
清風消薄霧   清風 薄霧を消す 
水底見行雲   水底に行雲を見 
天邊看遠樹   天辺に遠樹を看る 
５且望沿溯劇   且く沿と溯の劇しきを望み 
暫有江山趣   暫く江山の趣有り 
疾兔聊復起   疾兔 聊か復た起ち 
爽地豈能賦   爽地 豈に能く賦さんや 
朝霞が朝日に美しく、清風は薄くかかる霧を払う。水面に映る流れ雲を見、地平線に遠く樹々
を望む。第五句の「沿溯」は底本の注（八四頁）に拠ると、「川の流れに沿って下る船と流れに
逆らって上る船」（指順流而下和逆流而上的船隻）。同じく第七句「疾兔」は、「猶ほ飛兔のごと
し、駿馬の名」（猶飛兔、駿馬名）。駿馬が出発してしまった以上、この「爽地」を詩に賦す暇
がない、と詩は結ばれる。この詩では「暁発」に相応しい表現は第一・二句「早霞 初日に麗
しく、清風 薄霧を消す」に止まっており、第三句以降は「爽28地」この清々しい土地の景物を
描写することに費やされている。早朝の景物ではなく、その土地自体の様子に注意が向けられ
ていくことは、本論の最初に挙げた沈約「早發定山」及び丘遅「旦發漁浦潭」と共通する。同
じく孫万寿（生卒年不詳、隋代の人）「早發揚州還望郷邑」（早に揚州を発し郷邑を還望す）29は、
                                                     
25 許渾「早發中巖寺別契直上人」は盛唐の皇甫冉「早發中嚴寺別契上人」と重複しているが、『文苑英華』巻二二三「釋
門五」に許渾の作として収めるのに従った。羅時進 箋證『丁卯集箋證』（中華書局、二〇一二年）巻一の解題（四六
頁）参照。 
26 中島敏夫 編、汲古書院、一九九一年。 
27 李伯齊 校注『何遜詩校注（修訂本）』巻二（中華書局、二〇一〇年）に拠る。 
28 梁簡文帝蕭綱（五〇三～五五一）「往虎窟山寺詩」（梁詩巻二一）の第一句から第四句に、「塵中喧慮積、物外衆情捐、
茲地信爽塏、墟壟曖阡綿」（「塏」は高くてさわやかなさま）と見える。逯欽立 輯校『先秦漢魏晉南北朝詩』（中華書
局、一九八三年）に拠る。 
29『先秦漢魏晉南北朝詩』隋詩巻一に拠る。全文は次の通り。「郷關不再見、悵望窮此晨、山煙蔽鐘阜、水霧隱江津、州
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「郷関 再びは見ず、悵望 此の晨を窮む」（郷關不再見、悵望窮此晨）と詠い起され、詩題の
示す通り望郷の作であるが、「此晨」の描写と読める句は、第三・四句「山煙 鐘阜を蔽ひ、水
霧 江津を隠す」（山煙蔽鐘阜、水霧隱江津）に止まる。 
初唐詩人の早行詩を読んでいく中で特異的と言える存在は、長編の早行詩が多くを占める初
唐でただ一人、五言律詩のみを二首遺している王勃（六五〇～六七六）である。まず「易陽早
發」（易陽早発）30を示す。 
１飭裝侵曉月   装を飭
ととの
へて 暁月を侵し 
奔策候殘星   策を奔らせて 残星を候ふ 
危閣尋丹嶂   危閣 丹嶂を尋ね 
迴梁屬翠屏   迴梁 翠屏に属す 
５雲間迷樹影   雲間 樹影に迷ひ 
霧裏失峯形   霧裏 峯形を失ふ 
復此涼飆至   復た此に涼飆至り 
空山飛夜螢   空山 夜蛍飛ぶ 
 有明の月が浮かぶ未明に装束をととのえ、鞭を振るい馬を走らせながら31名残の星をうかがう。
高い架け橋から丹
あか
く聳え立つ山並みを訪れ、めぐる梁
はり
は翠の屏風のような山を取り巻く。雲の
間に樹々の影は見えなくなり、霧の中で峰々の形を見失う。第八句では「夜蛍」夜の蛍が「空
山」誰もいない山に飛んでいる、とあるが、中二聯は美しくも険しい山の中を進んでいく行旅
の様子を描いているため、この句が首聯の「暁月」「残星」と同じく夜明けの景物を表現してい
る、とは言い難いように思われる。つまりこの詩は、未明の出発から「夜蛍」を見るに至る一
日の山行を全体として詠っており、「早発」に焦点を当てた作とは言えないようだ。次に、「焦
岸早行和陸四」（焦岸早行、陸四に和す）32を挙げる。 
１侵星違旅館   星を侵して 旅館を違
さ
り 
乘月戒征儔   月に乗じて 征儔を戒む 
複嶂迷晴色   複嶂 晴色に迷ひ 
虛巖辨暗流   虚巌 暗流を弁ず 
５猿吟山漏曉   猿は吟ず 山漏の暁 
螢散野風秋   蛍は散ず 野風の秋 
                                                                                                                                                 
渚斂寒色、杜若變芳春、無復歸飛羽、空悲沙塞塵」。 
30 蔣清翊 注・汪賢度 校点『王子安集注』巻三（上海古籍出版社、一九九五年）に拠る。 
31「奔策」は『全唐詩』で他に用例がない。倪木興 選注『初唐四傑詩選』（人民文学出版社、二〇〇一年）三九頁に「策
馬疾行」と注するのに従う。 
32『王子安集注』巻三。 
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故人渺何際   故人 渺として何れの際ぞ 
郷關雲霧浮   郷関 雲霧に浮ぶ 
 星が見えるうちに旅籠を出立し、月の出ているうちに征旅の 儔
ともがら
を促す。重なる山々では朝
日が差しても道に迷い、虚しき巌からは暗い川の流れを見分けることができる。頷聯は、「易陽
早發」と同様、峻険な山をめぐる途上で見た景物を描くが、「晴色」「暗流」と明暗の対比がな
され、「暁」に山の中を行く様子を表現し得ており、頸聯へと接続する。猿の鳴き声が漏刻の滴
る33山の暁に響き、野風が吹く秋に蛍は散っていく。そして尾聯は、「故人」への想いから「雲
霧」の彼方に浮かぶ「郷関」への望郷の念で結ぶ。尾聯について、筆者は以前、「見えるべき状
況で見えないことが、盛唐詩人にとって悲哀を最大限に表現する一つのパターンであった」可
能性を指摘したことがある34。この詩は、山を行く途上の景物を描きながらも全体として「早行」
の旅情自体を描写することに成功しており、盛唐の望郷詩と近似する尾聯の表現も相俟って、
初唐詩の中でも盛唐の早行詩に近い作例と見做すことができる。 
宋之問とともに武則天政権の宮廷詩人として仕えた沈佺期（六五六～七一五）にも、「早發平
昌島」（早に平昌島を発す）35という五言律詩がある。 
１解纜春風後   纜を解く 春風の後 
鳴榔曉漲前   榔を鳴らす 暁漲の前 
陽烏出海樹   陽烏 海樹に出で 
雲雁下江煙   雲雁 江煙に下る 
５積氣衝長島   積気 長島に衝
む
き 
浮光溢大川   浮光 大川に溢る 
不能懷魏闕   魏闕を懐ふ能はず 
心賞獨泠然   心賞 独り冷然たり 
この詩では、第二句「榔を鳴らす 暁漲の前」暁に漲る水面に船端を叩く音、頷聯「陽烏 海
樹に出で、雲雁 江煙に下る」海をめぐる樹々の上に差し上る太陽と朝もやに煙る江渚に下る
雁、頸聯「積気 長島に衝き、浮光 大川に溢る」島を覆う積もり重なった気と大きな川の水
面に反射し溢れる光、と、第六句まで「早に発」した際に観察した景物を描いており、単なる
未明に出発したという事実を伴う行旅の詩ではなく、王勃の「焦岸早行和陸四」と同様、「早行」
                                                     
33「山漏」も『全唐詩』で他に用例がない。『初唐四傑詩選』四〇頁に「山中計時器」と注するのに従う。 
34 拙稿「唐詩における情景表現の変遷 ―盛唐から晩唐まで―」（『東北大學中國語學中國文學論集』二一／二二号、二
〇一七年十二月）四七頁注八。 
35『沈佺期宋之問集校注』沈佺期集巻二に拠る。 
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をモチーフとする詩として意識的に制作した可能性が高い。 
 盛唐に至り、全篇を「早行」の主題で統一した五言律詩が現れる。次に挙げる郭良「早行」
（巻二〇三）である。 
１早行星尚在   早行 星尚ほ在り 
数里未天明   数里 未だ天明ならず 
不弁雲林色   雲林の色を弁ぜず 
空聞風水声   空しく風水の声を聞く  
５月従山上落   月は山上より落ち 
河入斗間横   河は斗間に入りて横たはる 
漸至重門外   漸く重門の外に至り 
依稀見洛城   依稀として洛城を見る 
 未明に出立する行旅に星はまだ残り、数里進んでもまだ空は明るくならない。雲と林の見分
けさえもつかず、ただ風や水の音が空しく聞こえるだけ。山の上に出ていた有明の月は沈み、
天の川は北斗星の間に横たわっている。次第に幾重もの城門の外に近づくにつれ、洛城の姿を
ぼんやりと望むことができた。 
この詩では、第四句で「空しく風水の声を聞く」と聴覚の描写がなされるものの、それは「雲
林の色を弁ぜ」ざる暗黒のために「空しく」聞こえるだけ、と表現され、それ以上聴覚の追及
はなされず、視覚的な側面に重点が置かれている。「星尚ほ在」り「未だ天明なら」ざる夜明け
前から詠い起され、「雲林」の色彩すら見分けることもできない闇夜の中、「空」しく「聞」こ
えるのは「風水の声」だけ、と地上の景物を「見」ることもままならない状況を描写すること
へと詩は続く。そして詩人の視線は、「雲林の色を弁」じない地上から景物を「弁」じることの
できる夜空へと移り、月が山の端に沈み、天の川が「斗間」に移るという時間の推移と景物の
変化を経て、次第に近づく「重門の外」から「洛城」の姿を「依稀として」「見」ることができ
た、と結ぶ。この第八句の「見」には距離が近づいたため「見」ることができた、という意味
だけではなく、「雲林の色を弁ぜ」ざる程に視覚の閉ざされた「未だ天明なら」ざる状況から頸
聯を経て夜が明け初めたために「見」ることができた、と解釈をすることも可能と思われる。
そのように読むと、この詩は「早行」というモチーフそのものを対象として全篇が構成されて
おり、「早行」の景物を行旅の経過に従って暗から明へと移る視覚の変化から描こうとしている、
と考えられる。 
篇末の「唐代早行詩一覧表」に列記した詩型で先ほど確認したように、中唐から晩唐にかけ
て、早行詩は五言律詩として詠じられることが次第に優勢となっていき、長編の作例は稀なも
のとなっていく。前章で既に述べたように、早行詩が意欲的に制作され数が増大するのは中唐
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以降だが、初唐から盛唐にかけて、五言律詩としても「早行」それ自体に意識が向けられた詩
が徐々に出現し始め、中唐で更に発展する機運が醸成されていたことを踏まえておきたい。 
 
四 おわりに 
 
 以上、第二章では比較的長編の詩、第三章では五言律詩を中心に、早行詩の表現がどのよう
に変遷し形成されてきたのかを確認してきた。長編の詩についてまとめると、六朝の詩では未
明から早朝にかけて刻々と変化する景物の様子を描こうという姿勢は見られず、その土地自体
の趣がある景物を描くことに注意が向けられる。初唐詩ではこの傾向が引き継がれるとともに、
行路の険しさや人生への感慨等、行旅詩に常見するモチーフが主題となり、未明に出発したと
いう事実を伴う行旅の詩として早行詩は作られることが多い。ただ、その中にも、水平方向と
垂直方向とを組み合わせて夜明けの光と大気の変化を描こうとした楊炯、視覚と聴覚とを一聯
で対にすることによって両感覚から明け方の景物をとらえようとした劉孝孫、流れを馳せ下る
船の疾走感とともに消えゆく朝焼け雲から遠く望む朝日へと景物と時間の推移を表現しようと
した陳子昂のように、「早行」独自の情景を捕まえようとする工夫が各詩人には見られ、孟浩然
の「早發漁浦潭」に至って、全篇が「早發」朝の旅立ちを描いたと言うに相応しい作例が見ら
れるようになる。五言律詩の場合もほぼ長編詩と同様の変遷過程をたどり、視覚に重点を置い
て全篇を「早行」の主題で統一した詩が盛唐の郭良に見られるが、早行自体をモチーフとする
詩は王勃の「焦岸早行和陸四」で早くも現れ、沈佺期の「早發平昌島」でも同じく暁の景物が
集中的に描かれており、「行旅詩」と区別した「早行」の詩として意識的に作られるようになる
のは長編詩の場合よりも早い。 
初唐から晩唐にかけ、次第に長編詩の割合が低くなり五言律詩の割合が高くなることは第三
章で述べたが、李白（七〇一～七六二）の七言絶句「早發白帝城」（早に白帝城を発す）36を唐
代早行詩の流れの中に置いた場合、どのようなことが言えるかについて一言触れておきたい。   
まず全篇を示す。 
朝辭白帝彩雲間   朝に辞す 白帝彩雲の間 
千里江陵一日還   千里の江陵 一日に還る 
兩岸猿聲啼不盡   両岸の猿声 啼きて尽きざるに 
輕舟已過萬重山   軽舟已に過ぐ 万重の山 
明け方に朝焼け雲に彩られた白帝城を出立し、千里の彼方にある江陵に一日で還る。両岸に
                                                     
36 瞿蜕园・朱金城 校注『李白集校注』（上海古籍出版社、一九八〇年）巻二二に拠る。 
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棲む猿の声が続いて啼き止まないうちに、軽い小舟は幾重にも連なる山々を走り抜けていた。
初唐から盛唐にかけての早行詩の流れを踏まえて指摘しておかねばならないのは、李白が早行
詩を七言絶句の詩型で作ったという、正にそのことである。初盛唐の早行を描いた詩のうち、
七言絶句で作られた例は、筆者の収集した詩ではこの「早發白帝城」が唯一のものである37。こ
の詩の作年には、李白が初めて故郷の蜀を出て三峡を下った若い頃とする説と、罪を得て夜郎
に流される途中で赦免されて三峡から江陵に下った晩年とする説とがあるが38、この詩では初唐
の早行詩で見られた険しい行路の描写や旅の愁い・人生への感慨といった心情表現は全て削ぎ
落とされており、全篇が叙景のみで構成されていることが、作年を決め難い理由になっている
と考えられる。明け方の景物を朝焼け雲と白色の色彩的対比で表現する例は、沈約「早發定山」
の第三・四句「峯を標す 綵虹の外、嶺を置く 白雲の間」で早くも見られ、早朝に急流を船
で馳せ下る疾走感も陳子昂「萬州曉發放舟乘漲還寄蜀中親友」の第三～六句「嘯旅 明に乗じ
て発し、奔橈 断磯を鶩す、蒼芒として 林岫転じ、駅駅として 漲濤飛ぶ」で既に描写され
ており、どちらも李白独自の表現とは言えない。第三句「両岸の猿声 啼きて尽きざるに」の
「猿声」は、王勃「焦岸早行和陸四」の第五句に「猿は吟ず 山漏の暁」とあったが、『水經注』
39巻三四「江水」に、「晴初霜旦、林寒く澗粛
しず
かなるに至る毎に、常に高猿の長嘯する有りて、
属引淒異、空谷に響きを伝へ、哀転久しくして絶ゆ」（每至晴初霜旦、林寒澗肅、常有高猿長嘯、
屬引淒異、空谷傳響、哀轉久絶）とあり、「早發白帝城」でも早朝の景物として表現されている
可能性が高い。李白は七言絶句という詩型を選び取り、行旅詩に常見する心情の描写を省いた
ことで、行旅詩としての早行詩にはなかった、「早朝に出立する旅」の旅愁を吹き飛ばす爽快な
イメージをそれ自体として描き出すことに成功しているのである。 
李白の「早發白帝城」の七言絶句という詩型は初盛唐では異例ではあるが、「行旅詩」とは違
う「早行詩」としての完成度の高さを目指して余分な要素を削ぎ落として全篇を構成しようと
する姿勢が優位となった結果、中唐から晩唐にかけての短詩型化が進んだのではないか、と推
測することができる。短詩型化が進む中で、中唐から晩唐の「商山早行」に至る早行詩の表現
は具体的にどう変化していったのか、この問題については次稿で論じることにしたい。 
                                                     
37 綦毋潛「早發上東門」及び重複する薛據「早發上東門」は、詩の内容から題注に「落第後口號」とあるのに従う方が
適当と判断した。薛據の詩の全文は次の通り。「十五能文西入秦、三十無家作路人、時命不將明主合、布衣空惹洛陽塵」。 
38「早發白帝城」をめぐる諸解釈については、松浦友久 編『校注唐詩解釈辞典』（大修館書店、一九八七年）参照。 
39 陳橋驛『水經注校釋』（杭州大学出版社、一九九九年）に拠る。 
参考資料 ： 唐代早行詩一覧表
〇 『全唐詩』所収の作品で、詩題に「早行」「早發」「曉行」「曉發」「旦發」を含む詩を検索した。なお、「旦行」「晨行」「晨發」を含む詩は無い。
〇 検索には、「新詩改罷自長吟 全唐詩検索系統」（ http://cls.lib.ntu.edu.tw/tang/tangats/Tang_ATS2012/SrchMain.aspx）を用い、
　「寒泉台湾」（http://skqs.lib.ntnu.edu.tw/dragon/）を併せて参照した。（最終アクセス日 ： 二〇二〇年十一月三十日）
〇 時代区分は小川環樹『唐詩概説』（岩波書店、二〇〇五年）に拠り、初唐（六一八～七〇九）、盛唐（七一〇～七六五）、中唐（七六六～八三五）、
　晩唐（八三六～九〇七）、五代（九〇八以後）と分けたが、両時代にまたがる詩人も多く、おおよその目安であり厳密な区分ではない。
〇 配列順は中華書局排印本『全唐詩』の巻数に拠るが、時代の前後から一部改めたところがある。
〇 詩人の生平事跡は、周勛初 主編『唐詩大辞典（修訂本）』（鳳凰出版社、二〇〇三年）を参照した。
〇 詩型は、「捜韻-詩詞門戸網站」（https://sou-yun.cn/index.aspx）を参照した。（最終アクセス日 ： 二〇二〇年十一月三十日）
巻数 時代 作者 詩題　早行 詩型 備考
五〇 初 楊炯 早行 五言排律十二句
五六 初 王勃 焦岸早行和陸四 五言律詩
七九 初 駱賓王 春日離長安客中言懷 五言古詩二十四句 題注に「一作春霽早行」。
二○三 盛 郭良 早行 五言律詩 天宝(742-756)初に金部員外郎に任じらる。
二二三 盛 杜甫 早行 五言古詩十二句
二七三 中 戴叔倫 早行寄朱山人放 五言律詩
三〇〇 中 王觀 早行 五言律詩 大暦(766-779)から貞元(785-805)の人。
四四三 中 白居易 早行林下 五言律詩
五七四 中 賈島 早行 五言律詩
五一六 中晩 劉郇伯 早行 五言律詩 大和年間(827-835)の進士。
五二五 晩 杜牧 早行 五言律詩
五三二 晩 許渾 早行 五言律詩
五四四 晩 劉得仁 早行 五言律詩 開成（836-840）から大中(847-860)の人。
五八一 晩 溫庭筠 商山早行 五言律詩
五八五 晩 劉駕 早行 五言古詩八句 大中六年(852)の進士。
五八六 晩 劉滄 早行 五言律詩 大中八年(854)の進士。
六○六 晩 林寬 關下早行 五言律詩 咸通年間(860-874)末の進士。
六二八 晩 陸龜蒙 早行 七言絶句
六四五 晩 李咸用 早行 五言律詩 唐末の人。
六五四 晩 羅鄴 早行 七言絶句 羅隱「早行」(巻六六五)と重複。
六六五 晩 羅隱 早行 七言絶句 羅鄴「早行」(巻六五四)と重複。
六七一 晩 唐彥謙 早行遇雪 五言古詩十句
六九五 晩 韋莊 秋日早行 七言律詩
七○九 晩 徐夤 憶潼關早行 七言律詩 乾寧元年（894）の進士。
七四二 五代 張泌 長安道中早行 七言律詩
八八六 五代 熊皎 早行 五言律詩
七七七 不詳 石召 早行遇雪 五言絶句 生平事跡不詳。
二十六首
巻数 時代 作者 詩題　早發 詩型 備考
三三 初 劉孝孫 早發成皋望河 五言古詩十二句
五一 初 宋之問 早發大庾嶺 五言古詩三十句
五三 初 宋之問 早發始興江口至虛氏村作 五言排律十六句 題中の「虛氏」注に「一作靈長」。
五三 初 宋之問 早發韶州 五言排律二十句
五六 初 王勃 易陽早發 五言律詩
五七 初 李嶠 早發苦竹館 五言古詩二十句
七九 初 駱賓王 早發諸暨 五言排律十二句
七九 初 駱賓王 早發淮口望盱眙 五言排律十六句
九六 初 沈佺期 早發平昌島 五言律詩 題中の「平昌」注に「一作昌平」。
四八 盛 張九齡 奉和聖制早發三鄉山行 七言律詩
一三五 盛 綦毋潛 早發上東門 七言絶句 薛據「早發上東門」(巻二五三)と重複。
一五五 盛 崔曙 早發交崖山還太室作 五言排律十四句 開元二十六年(738)の進士。
一五九 盛 孟浩然 早發漁浦潭 五言古詩十二句
一六○ 盛 孟浩然 唐城館中早發寄楊使君 五言律詩
一八一 盛 李白 早發白帝城 七言絶句 題注に「一作白帝下江陵」。
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二○○ 盛 岑參 早發焉耆懷終南別業 五言律詩
二○二 盛 沈頌 早發西山 五言古詩十四句 開元(713-741)から天宝(742-756)の人。
二二○ 盛 杜甫 早發射洪縣南途中作 五言古詩二十句
二二三 盛 杜甫 早發 五言古詩二十四句
二五○ 盛 皇甫冉 早發中嚴寺別契上人 五言律詩 許渾「早發中巖寺別契直上人」(巻五二八)と重複。
二五三 盛 薛據 早發上東門 七言絶句 題注に「一作綦毋潛詩、題作落第後口號」。
二四六 盛中 獨孤及 早發若峴驛望廬山 五言古詩十二句
二四七 盛中 獨孤及 早發龍沮館舟中寄東海徐司倉鄭司戶 七言古詩八句
二六一 盛中 韋迢 早發湘潭寄杜員外院長 五言律詩 大暦四年(769)に韶州刺史にうつる。
二三七 中 錢起 早發東陽 五言律詩
二七一 中 竇常 奉使西還早發小澗館寄盧滁州邁 五言律詩 大暦十四年(779)の進士。
二七一 中 竇常 早發金鉤店寄奚十唐大二茂才 五言律詩
二八二 中 李益 將赴朔方早發漢武泉 五言古詩十四句
二八九 中 楊憑 早發湘中 七言絶句 大暦九年(774)の進士。
二九七 中 王建 早發金堤驛 五言古詩十六句
三○一 中 王建 早發汾南 五言絶句
三二二 中 權德輿 早發杭州泛富春江寄陸三十一公佐 五言古詩二十句 題中の「佐」注に「一作祐」。
三五五 中 劉禹錫 途中早發 五言古詩八句
三五五 中 劉禹錫 秋江早發 五言古詩十六句
三五七 中 劉禹錫 途中早發 五言律詩
四三九 中 白居易 早發楚城驛 五言排律十二句
四四七 中 白居易 早發赴洞庭舟中作 七言律詩
四八○ 中 李紳 早發 七言律詩
八一二 中 清江 早發陝州途中贈嚴祕書 五言排律十二句 大暦(766-779)から元和(806-820)の人。
五一四 中晩 朱慶餘 早發廬江塗中遇雪寄李侍御 七言絶句 宝暦二年(826)の進士。
五二二 晩 杜牧 秋晚早發新定 五言律詩
五二八 晩 許渾 早發中巖寺別契直上人 五言律詩 皇甫冉「早發中嚴寺別契上人」(巻二五○)と重複。
五二八 晩 許渾 晨裝 五言律詩 題注に「一作早發洛中次甘水、一作甘泉」。
五二九 晩 許渾 吳門送客早發 五言律詩
五三○ 晩 許渾 早發壽安次永壽渡 五言律詩
五三三 晩 許渾 早發天台中巖寺度關嶺次天姥岑 七言律詩
五三六 晩 許渾 舟行早發廬陵郡郭寄滕郎中 七言律詩
五四六 晩 曹汾 早發靈芝望九華寄杜員外使君 七言律詩 開成四年(839)の進士。
五四八 晩 薛逢 早發剡山 七言律詩 会昌元年(841)の進士。題注に「一作趙嘏詩」。
五四九 晩 趙嘏 早發剡中石城寺 七言律詩
五五五 晩 馬戴 早發故山作 五言律詩 会昌四年(844)の進士。
五五五 晩 馬戴 早發故園 五言律詩
五六一 晩 薛能 雨後早發永寧 七言絶句 会昌六年(846)の進士。
五九六 晩 司馬扎 道中早發 五言古詩十二句 大中年間(847-860)の人。
五九九 晩 于濆 早發 五言古詩八句 咸通二年(861)の進士。
六○三 晩 許棠 早發洛中 五言律詩 咸通十二年(871)の進士。
六○四 晩 許棠 泗上早發 五言律詩
六三六 晩 聶夷中 早發鄴北經古城 五言古詩十六句 咸通十二年(871)の進士。
六四七 晩 胡曾 早發潛水驛謁郎中員外 七言律詩
六四八 晩 方干 早發洞庭 五言律詩 大中(847-860)から咸通(860-874)の人。
六五四 晩 羅鄴 早發宜陵即事 七言律詩
六五四 晩 羅鄴 早發 七言律詩
六五五 晩 羅隱 早發 七言絶句 題注に「一作早行」。
六八二 晩 韓偓 早發藍關 七言律詩
六八五 晩 吳融 早發潼關 五言律詩 題中の「發」注に「一作登」。
六九二 晩 杜荀鶴 早發 七言律詩
六九五 晩 韋莊 早發 五言律詩
七四五 晩 陳陶 早發始興 五言古詩八句 大中(847-860)から咸通(860-874)の人。
八四○ 晩五代 齊己 江行早發 五言律詩
八八四 晩 李郢 早發 五言律詩 大中十年(856)の進士。
六十八首
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巻数 時代 作者 詩題　曉行 詩型 備考
一二七 盛 王維 曉行巴峽 五言排律十二句
三五二 中 柳宗元 秋曉行南谷經荒村 五言律詩
三五二 中 柳宗元 雨後曉行獨至愚溪北池 五言古詩六句
三首
巻数 時代 作者 詩題　曉發 詩型 備考
五八 初 李嶠 和周記室從駕曉發合璧宮 五言律詩
七三 初 蘇頲 曉發方騫驛 五言律詩
七四 初 蘇頲 曉發興州入陳平路 五言排律十二句
八四 初 陳子昂 萬州曉發放舟乘漲還寄蜀中親朋 五言排律十六句
一一二 盛 賀知章 曉發 五言律詩 ※
一五五 盛 崔曙 途中曉發 五言律詩 題中の「曉」注に「一作晚」。
二三三 盛 杜甫 曉發公安 五言古詩八句 自注に「數月憩息此縣」。
二七三 中 戴叔倫 宿天竺寺曉發羅源 五言律詩
二八五 中 李端 曉發瓜州 五言律詩
三二五 中 權德輿 曉發武陽館即事書情 五言古詩二十句
五二八 晩 許渾 曉發鄞江北渡寄崔韓二先輩 五言律詩 題注に「一作曉發鄞江寄崔壽韓」。
五三○ 晩 許渾 曉發天井關寄李師晦 五言律詩 題中の「曉」注に「一作晚」。
五四九 晩 趙嘏 曉發 五言律詩 題注に「一作姚鵠詩」。姚鵠「曉發」(巻五五三)と重複。
五五三 晩 姚鵠 曉發 五言律詩 題注に「一作趙嘏詩」。会昌三年(843)の進士。
五五四 晩 項斯 曉發昭應 五言律詩 題中の「曉」注に「一作早」。
六九四 晩 褚載 曉發 七言律詩 乾寧五年（898）の進士。
七○一 晩 王貞白 曉發蕭關 五言律詩 乾寧二年（895）の進士。
七二四 晩五代 唐求 曉發 五言律詩 唐末五代の人。
※篇末注に「唐文粹唐詩紀事載此詩並作絕句云故鄉杳無際江皋聞曙鐘始見沙上鳥猶埋雲外峰」。 十七首
巻数 時代 作者 詩題　旦發 詩型 備考
七七七 盛 張軫 舟行旦發 五言律詩
一首
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